
長
崎
は
戦
国
時
代
末
期
か
ら
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
天
然
の
良
港
と
し
て
の
地
理
的

な
長
所
を
生
か
し
、
貿
易
港
と
し
て
繁
栄
し
た
。
’
五
七
○
年
の
開
港
以
来
四
二
○
有
余

年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
る
。
鎖
国
時
代
は
、
わ
が
国
で
唯
一
の
海
外
文
化
の
受
容
地
と
し

て
、
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
な
ど
と
交
易
し
た
。
つ
ま
り
当
時
外
国
の
最
新
の
文
化
は
、
長
崎

を
経
由
し
て
日
本
全
国
に
伝
播
し
て
い
っ
た
。
多
く
の
文
人
墨
客
が
外
国
文
化
を
摂
取
す

る
た
め
長
崎
を
訪
れ
た
。
長
崎
は
、
洋
学
・
医
学
・
絵
画
な
ど
の
文
化
的
水
準
が
高
く
、

わ
が
国
の
文
化
形
成
に
果
た
し
た
貢
献
度
は
甚
だ
大
き
い
。

更
に
長
崎
に
縁
の
あ
る
印
人
は
数
多
い
。
一
六
四
四
年
に
明
王
朝
は
滅
亡
し
、
中
国
か

ら
日
本
へ
亡
命
し
帰
化
す
る
人
達
が
い
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
明
人
に
よ
り
蒙
刻
が
伝

播
き
れ
た
。
そ
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
日
本
蒙
刻
の
祖
と
さ
れ
る
独
立
二
五
九

六
’
’
六
七
二
）
と
心
越
（
’
六
一
一
一
九
’
’
六
九
五
）
で
あ
る
。
長
崎
は
、
独
立
・
心
越

以
来
、
蒙
刻
家
を
多
く
輩
出
し
て
お
り
、
当
時
の
蒙
刻
家
は
長
崎
と
何
ら
か
の
結
び
つ
き

の
あ
る
人
が
少
な
く
な
い
。
源
伯
民
・
滕
永
孚
・
田
中
良
庵
・
永
田
島
僧
子
・
趙
陶
斎
・

小
曽
根
乾
堂
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
頼
春
水
は
趙
陶
斎
に
師
事
し
、
十
時
梅
圧
や
木
村
義

葭
堂
な
ど
は
こ
の
門
に
集
い
遊
ん
だ
。

（
１
）

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
曽
根
乾
堂
は
（
’
八
一
一
八
’
一
八
八
五
）
（
文
政
一
一

～
明
治
一
八
）
長
崎
の
人
で
、
諄
を
豊
明
、
字
を
守
辱
、
通
称
を
栄
、
幼
名
は
先
に
六
郎

太
、
後
に
六
郎
と
称
し
た
。
乾
堂
は
そ
の
号
で
あ
り
、
居
所
を
鎮
鼎
山
房
と
い
っ
た
。
乾

堂
と
い
え
ば
、
明
治
四
年
（
’
八
七
一
）
勅
命
に
よ
り
「
御
璽
」
・
「
国
璽
」
を
刻
し
た
こ

（
２
）

と
は
、
夙
に
有
名
で
あ
る
。
が
、
こ
の
事
以
外
の
事
跡
は
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
乾

堂
の
時
代
を
先
取
り
し
た
開
明
思
想
家
と
し
て
の
思
想
と
実
行
、
文
人
と
し
て
の
各
種
の

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
人
文
科
学

第
五
七
号
、
が
し
’
二
』
〈
』
〈
、
二
○
○
八

序 曰
本
印
人
研
究

ｌ
小
曽
根
乾
堂
と
星
海
Ｉ

神
野
雄
二

本
研
究
は
ま
だ
先
行
研
究
が
少
な
く
研
究
実
績
が
乏
し
い
。
資
料
も
纒
ま
っ
た
も
の
は

少
な
く
、
東
京
国
立
博
物
館
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
大
阪
府
立
図
書
館
・
和
泉
市
久

日
本
に
お
け
る
印
学
の
研
究
、
な
か
で
も
印
章
や
蒙
刻
そ
し
て
印
人
や
印
譜
の
、
広
い

視
野
に
立
っ
た
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
の
文
化
史
上
、

印
章
の
占
め
る
位
置
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
同
研
究
は
、
書
誌
学
の
一
部
、
ま
た

書
道
史
の
蒙
刻
研
究
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
日
本
の
歴
史
研
究
、
美

学
・
美
術
史
研
究
で
の
新
し
い
基
礎
研
究
の
一
分
野
と
位
置
づ
け
る
事
が
で
き
よ
う
。
私

は
日
本
の
印
章
・
蒙
刻
の
歴
史
的
、
文
化
史
的
、
美
学
・
美
術
史
的
な
解
明
を
目
指
し
て

い
る
が
、
総
括
的
に
は
、
日
本
の
印
学
の
体
系
化
を
図
り
た
い
。
本
研
究
は
、
ま
さ
に
未

開
拓
の
分
野
で
あ
り
、
考
古
学
・
古
文
書
学
・
絵
画
史
な
ど
に
大
き
い
成
果
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
方
法
は
、
調
査
研
究
・
文
献
研
究
・
科
学
的
研
究
の
三
種
の
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。

ま
ず
、
日
本
の
印
章
や
蒙
刻
を
研
究
す
る
目
的
と
方
法
に
関
し
て
、
今
後
の
方
向
性
も

含
め
て
略
述
し
て
お
き
た
い
。

業
績
と
作
品
、
ま
た
社
会
・
教
育
面
で
の
貢
献
な
ど
、
彼
の
果
た
し
た
功
績
は
大
き
い
。

本
稿
で
は
、
乾
堂
の
嫡
子
星
海
（
図
１
）
の
事
蹟
に
関
し
て
言
及
す
る
。
ま
た
乾
堂
が

星
海
に
宛
て
た
書
簡
を
紹
介
す
る
。
明
治
後
期
の
社
会
情
勢
や
、
中
国
と
の
貿
易
の
様
子
、

小
曽
根
家
が
社
会
に
果
た
し
た
歴
史
的
一
端
が
読
み
取
れ
興
味
深
い
。

①
調
査
研
究

２
研
究
の
方
法

１
研
究
の
目
的

二
曰
本
印
人
研
究
の
目
的
と
方
法

一

九

(266）
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星
海
（
’
八
五
一
’
’
九
○
四
）
（
嘉
永
四
ｌ
明
治
三
七
）
は
、
乾
堂
の
長
子
で
あ
る
。

農
太
郎
と
称
し
、
星
海
は
そ
の
号
で
あ
る
。
小
曽
根
家
第
十
四
代
当
主
で
あ
る
。
そ
の
生

涯
は
西
琴
石
撰
に
な
る
「
小
曽
根
晨
太
郎
碑
文
」
（
明
治
三
八
年
）
に
詳
し
い
。
こ
れ
は

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
和
訳
が
あ
る
が
、
彼
の
墓
石
碑
文
と
内
容
が
幾
ら
か
相
違
し
て

い
る
の
で
、
碑
文
の
全
文
を
訓
読
し
て
お
く
。
墓
は
浪
平
大
平
寺
に
あ
る
。

印
章
や
蒙
刻
の
形
象
や
線
状
を
研
究
す
る
た
め
、
座
標
を
作
り
分
析
す
る
。
ま
た
構
成

部
分
を
拡
大
し
分
析
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
形
象
的
要
素
を
科
学
的
に
解
明
す
る
も
の
で

あ
る
。
座
標
は
、
中
央
美
術
学
園
出
版
局
が
刊
行
し
た
『
天
円
地
方
ｌ
美
し
き
書
の
モ

（
４
）

デ
ュ
ー
ル
た
ち
』
（
’
九
八
八
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
座
標
や
、
古
来
用
い
ら
れ
て
き
た
九

宮
格
等
を
基
に
、
数
的
比
例
関
係
を
考
え
考
案
す
る
。
蒙
刻
の
造
形
性
を
解
明
す
る
の
に

有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

本
研
究
の
文
献
的
研
究
は
、
調
査
研
究
に
よ
り
蒐
集
し
た
資
料
を
分
析
し
、
体
系
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
数
少
な
い
先
行
研
究
で
は
あ
る
が
、
丁
寧
に
拾
い
上
げ
再
構
成
す

る
。
日
本
の
印
学
・
蒙
刻
史
の
再
構
築
で
あ
る
。

（
３
）

わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専
著
と
一
一
一
一
口
え
る
中
井
敬
所
の
『
日
本
印
人
伝
」
そ

し
て
水
田
紀
久
先
生
の
「
続
補
日
本
印
人
伝
』
を
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
資
料
よ
り
拾
遺
し

補
訂
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
文
人
士
大
夫
そ
し
て
、
蒙
刻
の
専
家
は
も
ち
ろ
ん
、
蒙

刻
に
関
わ
る
傍
系
の
文
人
・
芸
術
家
を
も
含
め
た
研
究
を
行
う
。

保
惣
記
念
美
術
館
な
ど
が
、
印
譜
や
印
章
を
収
蔵
す
る
も
の
の
、
未
整
理
で
あ
り
、
閲
覧

も
容
易
で
な
い
。
本
研
究
で
は
、
関
連
の
諸
機
関
や
個
人
の
収
蔵
家
を
直
接
訪
問
し
、
資

料
を
閲
覧
し
、
複
写
し
一
つ
一
つ
蒐
集
す
る
。

③
科
学
的
研
究

②
文
献
研
究

三
星
海
略
伝

小
曽
根
君
ハ
晨
太
郎
卜
称
シ
、
星
海
ハ
其
ノ
号
ナ
リ
。
老
ハ
乾
堂
、
枇
ハ
稲
津
氏
ニ

シ
テ
、
君
ハ
其
ノ
長
子
タ
リ
。
教
ヲ
家
庭
一
一
受
ヶ
、
年
十
一
一
一
ニ
シ
テ
、
父
二
随
上
越
前

一
一
赴
ク
。
松
平
侯
二
謁
セ
シ
ニ
、
侯
ハ
其
ノ
俊
秀
ナ
ル
ニ
驚
ク
。
十
七
ニ
シ
テ
清
国
上

海
一
一
航
リ
、
雑
貨
ノ
舗
ヲ
設
ヶ
、
居
ル
コ
ト
｜
年
、
適
タ
マ
国
変
ヲ
聞
キ
、
東
二
帰
ル
。

性
理
財
一
一
長
ジ
、
父
残
シ
シ
後
、
汽
船
ノ
業
ヲ
営
ミ
、
鉄
工
及
ビ
陶
工
ノ
場
ヲ
開
ク
。

山
野
ヲ
墾
キ
、
海
浜
ヲ
填
〆
、
妾
ラ
修
理
ス
、
所
謂
小
曽
根
町
ナ
リ
。
’
百
余
戸
ヲ
改

築
ス
。
君
、
事
ヲ
行
う
一
一
、
自
ラ
信
ズ
ル
コ
ト
、
尤
モ
厚
シ
。
独
力
必
成
ヲ
期
シ
、
而

テ
富
饒
ス
ル
コ
ト
旧
二
倍
ス
。
｜
市
ノ
巨
檗
ト
称
セ
ラ
ル
。
市
会
並
二
県
会
議
員
一
一
任

ゼ
ラ
レ
、
赤
十
字
社
特
別
社
員
ト
為
ル
。
貧
ヲ
救
上
、
英
ヲ
育
ス
ニ
、
損
金
勘
カ
ラ
ズ
。

小
曽
根
小
学
ノ
若
キ
ハ
、
特
ニ
カ
ヲ
鍋
ス
。
今
ノ
鎮
鼎
校
是
レ
ナ
リ
。
官
屡
シ
バ
物
ヲ

賜
ヒ
テ
之
ヲ
賞
ス
。
誉
テ
有
志
ト
謀
り
、
浪
平
神
社
ノ
山
腹
ヲ
拓
キ
以
テ
遊
園
ト
為
ス
。

或
ヒ
ハ
維
摩
経
ノ
訳
本
数
千
部
ヲ
刊
シ
、
諸
ヲ
信
徒
一
一
頒
ッ
。
其
ノ
善
ヲ
植
フ
ル
コ
ト

率
ネ
此
ノ
類
シ
・
人
卜
為
リ
ハ
、
簡
寛
ニ
シ
テ
、
一
一
一
一
口
語
ハ
和
楡
一
一
シ
テ
、
一
見
親
ム
ベ

シ
。
余
力
ア
レ
バ
読
書
シ
、
大
意
ヲ
解
ス
ル
ニ
止
ム
。
躬
行
ヲ
以
テ
主
ト
為
ス
。
画
法

極
メ
テ
妙
一
一
シ
テ
、
蒙
隷
ハ
其
ノ
長
ズ
ル
所
ナ
リ
。
蓋
シ
乃
翁
ノ
衣
鉢
ヲ
伝
フ
ル
ナ
リ
。

又
夕
機
械
二
精
シ
ク
、
時
二
手
ヅ
カ
ラ
雑
器
ヲ
製
シ
、
白
ラ
娯
シ
ム
。
其
ノ
病
一
一
罹
ル

ャ
、
家
憲
ヲ
定
〆
遺
言
ヲ
書
シ
、
余
一
一
請
フ
テ
考
及
ビ
祖
考
ノ
伝
記
ヲ
作
ラ
シ
ム
。
是

一
一
先
ジ
テ
家
宅
倉
庫
ヲ
改
造
ス
ル
モ
、
亦
夕
頗
ル
壮
麗
ナ
リ
。
工
略
ポ
竣
ス
ル
ニ
残
ス
。

鳴
呼
命
ナ
ル
カ
ナ
、
惜
上
カ
ナ
。
実
一
一
明
治
三
十
七
年
六
月
五
日
、
享
年
五
十
四
ナ
リ
。

鎮
鼎
山
先
笙
一
一
葬
ラ
ル
。
前
配
ノ
徳
見
氏
ハ
、
男
女
各
オ
ノ
三
ヲ
生
ム
。
一
女
ハ
天
シ
、

男
ハ
皆
ナ
凶
ニ
シ
テ
、
｜
一
女
は
既
二
嫁
ス
。
後
配
ノ
早
田
氏
ハ
男
女
各
オ
ノ
四
ヲ
生
ム
。

女
二
、
女
ハ
先
ニ
ス
。
他
ノ
未
ダ
嫁
セ
ザ
ル
ハ
、
均
次
郎
ヲ
長
シ
テ
奉
祀
セ
リ
。
今
年

十
六
ニ
シ
テ
商
業
ニ
在
リ
テ
学
く
り
。
男
女
斉
シ
ク
頴
悟
タ
リ
。
亦
夕
以
て
泉
下
一
一
応

フ
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

小
曽
根
晨
太
郎
碑
文

明
治
三
十
八
年
六
月

￣

￣

○

琴
石
斎
西
道
仙
二
賜
ヒ
テ
撰
ス

不
肖
孤
均
次
郎
敬
シ
テ
書
ス
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蓋
シ
乃
翁
ノ
衣
鉢
ヲ
伝
フ
ル
ナ
リ
。
」
と
述
べ
る
。
星
海
の
作
品
、
蒙
刻
に
関
わ
る
資
料

が
、
小
曽
根
家
に
伝
わ
る
が
、
乾
堂
の
謹
厳
実
直
な
姿
勢
を
よ
く
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

又
別
種
の
風
格
を
示
し
て
い
る
（
図
４
，
５
）
。
蒙
刻
で
は
、
星
海
の
印
影
を
収
め
た
印

賤
袋
が
あ
る
が
（
図
２
，
３
）
、
彼
の
蒙
刻
も
ま
た
謹
厳
実
直
な
性
格
を
反
映
し
て
お
り
、

字
形
は
整
斉
な
も
の
で
あ
る
。

言
。
｝

ま
た
、
「
古
賀
十
一
一
郎
講
演
筆
記
」
（
『
小
曽
根
乾
堂
翁
五
十
年
祭
、
小
曽
根
星
海
翁
一
一
一

十
年
祭
記
録
」
昭
和
九
年
十
二
月
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

文
事
に
関
し
て
、
碑
文
に
「
画
法
極
メ
テ
妙
ニ
シ
テ
、
蒙
隷
ハ
其
ノ
長
ズ
ル
所
ナ
リ
。

衛
門
先
生
、
父
乾
堂
伜

き
こ
と
と
恩
ひ
ま
す
。

星
海
先
生
は
、
明
坐

小
曽
根
星
海
先
生
は
、
乾
堂
先
生
の
嫡
子
で
あ
り
ま
し
た
。
嘉
永
四
年
五
月
の
生
ま

れ
で
、
通
称
を
農
太
郎
と
云
ひ
、
星
海
は
そ
の
号
で
あ
り
ま
す
。

父
乾
堂
先
生
の
教
導
を
一
党
け
、
十
三
歳
の
折
に
、
父
と
共
に
越
前
に
至
り
て
松
平
春

嶽
公
に
謁
し
た
。
尋
い
で
十
七
歳
の
時
、
上
海
に
渡
航
し
雑
貨
鋪
を
開
き
、
居
る
こ
と

－
年
に
し
て
長
崎
に
還
り
ま
し
た
。
理
財
に
長
じ
、
父
乾
堂
先
生
没
後
、
汽
船
会
社
を

経
営
し
、
尚
ほ
鉄
工
場
及
び
陶
工
場
を
設
け
、
或
は
山
野
を
開
墾
し
、
海
浜
を
埋
め
築

い
た
。
そ
し
て
一
百
余
戸
を
改
築
し
た
。

斯
う
し
て
星
海
先
生
は
、
富
僥
旧
に
倍
し
、
長
崎
の
富
一
家
と
し
て
躯
は
れ
た
。
市
会

議
員
、
県
会
議
員
と
し
て
も
令
聞
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
し
ば
ノ
、
救
貧
や
育
英
の
た

め
に
寄
附
し
た
。
特
に
今
の
鎮
鼎
小
学
校
の
為
め
に
尽
痒
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ

き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
嘗
て
有
志
と
謀
り
、
浪
平
神
社
山
腹
を
拓
き
て
遊
園
地
と
し
た

事
な
ど
は
、
今
猶
ほ
吾
人
の
記
憶
に
新
た
な
る
事
で
あ
り
ま
す
。

星
海
先
生
は
、
物
質
的
方
面
ば
か
り
で
な
く
、
尚
ほ
精
神
修
養
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

か
ね
て
維
摩
経
を
論
し
、
維
摩
経
数
千
部
を
上
梓
し
て
之
を
有
志
の
士
に
頒
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
星
海
先
生
が
両
親
に
事
へ
て
孝
行
を
尽
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
猶
ほ
故

老
の
間
に
噂
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
星
海
先
生
が
、
父
乾
堂
先
生
の
衣
鉢
を
伝
へ
、
蒙
隷
に

老
の
間
に
噂
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
星
海
先
生
が
、
父
乾
堂
先
生
の
衣
鉢
を
伝
へ
、
蒙
隷
に

長
じ
ら
れ
た
事
な
ど
も
遺
却
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
か
ら
星
海
先
生
が
祖
父
六
左

衛
門
先
生
、
父
乾
堂
先
生
の
事
略
を
自
ら
書
き
留
め
て
届
ら
る
、
事
な
ど
も
注
意
す
べ

星
海
先
生
は
、
明
治
二
十
八
年
六
月
五
日
を
以
て
玉
楼
の
客
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

に
年
五
十
四
歳
で
あ
り
ま
し
た
。

時

第
四
次
之
書
翰
二
九
茂
氏
与
り
之
書
状
」
到
来
、
委
細
承
領
い
た
し
候
。
即
御
染
」
筆
頂

戴
之
御
礼
書
相
認
め
差
出
、
尚
又
右
」
貴
寵
拝
謝
之
堂
め
一
一
、
横
巻
長
ざ
四
」
間
相
認
め
、

丸
茂
氏
迄
礼
状
差
出
し
候
。
印
材
」
者
何
分
長
崎
二
良
材
無
之
。
願
く
（
東
京
一
こ
お
ゐ

①表
書
き

長
崎
小
曽
根
町

小
曽
根
晨
太
郎
殿

本
文

一
裳
書
き

凡
例

「
字
体
は
通
行
字
体
を
主
と
し
て
採
用
し
た
。

「
仮
名
遣
い
は
原
文
を
尊
重
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
句
読
点
を
適
宜
施
し
た
。

「
「
方
」
は
「
よ
り
」
と
表
記
し
た
。

「
誤
字
、
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
原
文
の
通
り
に
翻
印
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
（
マ

マ
）
と
し
た
。

「
行
移
り
は
、
（
」
）
で
示
し
た
。

｜
、
判
読
し
難
い
箇
所
は
、
字
数
を
推
定
で
き
る
場
合
は
□
で
示
し
、
判
読
推
定
し
た
場

合
は
□
内
に
記
し
た
。

｜
、
冒
頭
の
数
字
は
、
書
簡
番
号
を
表
す
。

乾
堂
が
星
海
に
宛
て
た
書
簡
五
通
を
紹
介
し
た
い
。
す
べ
て
毛
筆
で
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。

九
年
七
月
一
日
、
自
熊
本
魚
ャ
三
丁
目
錦
屋
丑
平
宅
発
ス
、

封
外
啓
白
、
寺
跡
蘭
□
殿
行
之
書
状
者
丸
茂
君
江
之
書
中
一
二
同
封
し
込
置
候

四
星
海
に
宛
て
た
乾
堂
書
簡

乾
堂
具

’
一
一
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②表
書
き

長
崎
大
浦

天
津
公
館
よ
り

小
曾
根
震
太
郎
殿
乾
堂

本
文

裏
書
き

未
七
月
廿
八
日
奉
封

□
天
津
三
又
河
旗
昌
号
寓
□

七
月
廿
九
日
今
啓
一
秋
冷
之
節
、
」
益
壮
健
と
喜
入
候
、
野
老
も
堅
」
固
一
一
天
噺
、
出
７
日
」

尚
々
江
戸
使
者
、
一
応
長
崎
二
参
り
可
申
」
て
者
容
易
一
一
当
県
与
便
宜
無
之
依
之
其

他
」
二
差
之
出
申
し
候
間
、
着
次
第
郵
便
よ
り
呈
送
有
之
度
」
熊
本
県
乃
容
子
者
と
人
と

旧
幕
之
人
物
」
而
己
ニ
テ
｜
新
之
景
況
者
更
二
見
へ
不
申
、
風
雅
」
之
地
な
り
、
○
○
御

帆
先
生
昭
し
め
懇
意
之
人
々
一
一
も
」
宜
敷
被
申
伝
候
様
頼
入
候

て
御
吟
味
相
成
、
石
之
麓
悪
者
、
呉
服
」
橋
松
本
亨
斎
一
一
御
為
見
之
上
御
降
し
被
下
」
候

様
願
入
置
候
。
尼
形
氏
も
島
原
一
一
お
ゐ
て
大
病
」
漸
く
当
一
一
一
十
日
二
当
県
二
来
着
、
色
々

相
談
い
た
し
」
居
候
。
当
地
者
何
分
明
末
清
初
之
書
画
有
之
。
」
折
々
諸
方
一
一
被
招
粉
本

写
し
取
稽
古
之
一
端
」
一
一
相
成
申
し
候
・
清
国
開
き
し
一
條
者
因
循
家
而
已
」
多
く
隙
取

り
可
申
存
候
付
咄
し
置
候
迩
一
－
て
開
け
可
申
故
一
一
、
今
一
応
拝
接
之
上
、
臨
機
次
第
」
帰

県
之
積
り
な
り
。
家
内
一
同
安
慶
御
老
」
人
者
不
乃
申
し
、
皆
々
へ
宜
敷
被
申
し
入
候
様
、

嬰
兒
」
保
護
専
一
一
一
候
。
先
者
□
便
近
況
安
泰
之
情
」
申
し
入
度
、
余
者
後
便
、
勿
々
不

且
も

七
月
一
日

乾
堂
嬰

常Ｈ義
子軒
殿

発
ス

平
安

卿
様
始
一
同
於
天
津
会
館
」
皇
国
と
清
国
と
の
御
條
約
御
調
印
」
相
済
、
日
本
情
国
鉄
差

全
権
之
前
ニ
お
為
」
天
、
両
国
調
印
之
命
を
蒙
り
、
押
印
首
尾
能
相
整
、
為
邦
家
、
歓
喜

い
た
し
候
」
右
了
而
北
京
行
為
離
杯
、
不
一
方
饗
応
」
逢
ひ
、
明
廿
九
日
ハ
、
清
国
鉄
差

大
臣
如
」
め
一
同
、
日
本
公
館
一
一
お
為
天
、
日
本
料
理
」
相
交
せ
、
両
国
乃
料
理
を
以
天
、

御
饗
応
の
」
乃
つ
も
り
二
天
い
そ
が
し
く
候
、
右
相
済
候
上
者
、
」
本
八
月
二
日
、
皆
者

北
京
へ
発
足
、
川
船
四
日
」
二
天
如
何
可
致
、
北
京
滞
留
十
日
斗
り
」
夫
よ
り
再
び
天
津

二
か
へ
り
四
五
日
滞
留
、
」
上
海
二
向
け
帰
帆
、
夫
よ
り
南
波
」
漢
口
辺
御
見
置
乃
様
子

マ
マ

な
れ
ど
も
」
臨
機
応
変
可
可
定
、
頃
日
御
條
約
書
」
御
用
中
、
返
書
間
一
一
合
ず
、
紅
唐
紙

二
ざ
っ
」
と
相
認
め
、
神
代
氏
二
相
頼
遣
し
候
、
定
め
天
披
」
見
い
た
さ
れ
候
御
事
と
存

候
、
拝
借
金
一
條
者
、
」
横
山
氏
一
一
椅
頼
い
た
し
、
会
計
の
方
ハ
、
木
下
一
一
」
相
談
八
幡

町
神
村
へ
熟
談
と
存
候
へ
共
、
留
守
中
」
二
而
者
、
行
届
申
し
間
敷
処
と
案
し
居
申
し

候
」
勿
論
右
者
御
幕
之
折
、
無
理
非
道
二
居
留
地
」
一
一
い
た
さ
れ
、
初
発
一
万
両
よ
り
七

千
両
と
な
り
、
後
二
者
」
五
千
三
千
と
阿
登
し
ざ
り
一
一
天
、
終
二
右
金
子
不
相
」
渡
処
よ

り
無
様
、
三
千
両
御
借
附
置
よ
り
、
無
」
利
足
拝
借
の
つ
も
り
、
終
二
者
年
壱
割
捨
テ
」

年
賦
と
相
成
候
、
金
子
一
一
天
世
問
乃
五
ヶ
年
二
割
」
乃
借
用
と
者
相
違
い
た
し
、
旧
幕
之

暴
」
政
一
一
よ
り
、
如
斯
相
成
候
金
子
な
れ
ば
、
急
度
」
議
論
相
立
御
つ
も
り
二
者
候
へ
共
、

其
事
二
不
馴
」
二
天
者
、
存
意
洞
徴
い
た
さ
ず
、
如
何
相
成
候
」
哉
、
夫
而
已
案
じ
居
申

し
候
、
併
し
留
守
中
」
乃
事
故
、
願
書
御
聞
済
無
之
候
ハ
バ
、
記
能
可
」
被
取
斗
事
と
存

居
申
し
候
、
大
機
者
晩
」
成
と
肝
鵬
血
一
一
ま
み
る
程
心
配
い
た
さ
れ
者
、
」
親
乃
難
難
苦

労
者
、
不
相
分
毛
の
な
り
、
」
祖
父
十
三
歳
よ
り
二
十
五
歳
迄
、
豊
後
町
江
被
」
相
勉
、

孤
独
一
一
し
て
一
家
を
興
し
、
学
」
問
経
済
造
も
、
苦
業
の
紅
夢
乃
間
も
志
る
」
ベ
か
ら
須

候
、
○
過
日
長
崎
商
人
二
頼
み
候
書
状
当
、
」
人
出
立
延
引
い
た
し
、
当
月
中
一
一
帆
前
船

二
天
」
上
海
不
立
寄
、
帰
帆
之
積
り
而
天
隙
取
り
」
御
様
子
二
付
、
取
り
も
ど
し
一
封
二

い
た
し
、
前
後
」
な
れ
ど
も
差
お
く
り
申
し
候
、
さ
春
が
唐
国
」
二
天
目
く
ら
多
く
、
名

器
類
極
下
直
二
」
被
相
求
候
二
付
き
、
霧
買
入
れ
候
積
り
北
京
」
二
而
者
、
い
よ
／
、
遣

ひ
払
ひ
候
覚
悟
二
付
、
」
宮
本
乃
品
物
ハ
他
二
預
け
、
八
月
下
旬
迄
二
、
」
上
海
二
向
け
、

金
子
相
送
り
候
様
心
配
有
之
度
」
申
出
、
約
之
人
々
、
皆
目
利
一
一
天
買
入
れ
候
毛
の
沢
」

目
立
候
儀
者
無
之
、
必
ず
他
日
乃
案
じ
」
可
申
有
之
、
勿
論
御
用
品
一
同
杯
、
か
へ
り
候

一
一
付
而
者
、
」
無
税
無
運
賃
な
り
、
前
後
相
揃
へ
能
く
」
注
意
春
ぺ
し
、
」
○
ヘ
ル
プ
一
條

も
如
何
、
後
便
一
一
天
申
し
送
候
、
」
先
者
次
申
入
度
、
築
町
御
老
人
」
始
じ
め
一
統
江

前
後
不
申
入
母
子
よ
り
、
」
厚
く
御
申
置
渡
、
早
々
不
具
、

■■■■■■■■■■■

＝
￣
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大
雨
洪
水
与
申
事
二
而
、
天
津
」
人
家
所
々
瓦
二
天
、
煉
り
立
ル
家
居
崩
落
」
い
た
し
、

旅
館
劉
氏
も
、
弍
ヶ
所
程
壁
」
瓦
相
懐
連
申
候
、
漸
く
当
廿
五
日
一
一
到
り
、
青
」
天
を
見
、

夜
半
星
辰
を
望
み
候
、
老
父
も
」
百
事
無
異
、
日
々
相
□
居
候
二
付
、
此
趣
長
崎
」
稲
津

御
老
翁
始
め
、
宮
本
に
も
可
被
申
、
」
送
候
ヘ
ル
プ
、
応
接
之
儀
者
、
追
々
期
日
二
」
及

び
候
二
付
、
万
祥
如
意
是
而
已
祈
念
」
罷
在
候
二
付
、
便
宜
故
々
、
神
代
、
斎
藤
御
」
両

家
江
兼
々
椅
頼
い
た
し
置
候
書
状
」
有
之
度
、
且
又
外
国
人
応
接
之
儀
ニ
付
而
も
」
老
幼

之
儀
耳
付
、
神
代
大
人
に
も
請
」
教
、
御
儀
精
々
、
小
前
与
里
、
頼
入
置
候
間
、
」
談
有

之
度
存
候
、
盆
一
一
も
相
趣
候
間
、
家
事
」
仕
舞
事
、
且
県
長
拝
借
之
都
合
も
、
」
帰
国
之

上
、
石
田
氏
其
外
江
も
、
ヘ
ル
プ
一
條
を
以
、
」
示
談
可
然
都
合
も
、
能
々
商
堂
可
被

本
文

一
最
書
き

③表
書
き

長
崎
大
浦
小
曾
根
町

小
曾
根
震
太
郎
殿

二
月
廿
五
日
夜
、
致
啓
達
候
、
当
月
十
八
日
」
与
里
暴
雨
降
続
き
、
一
一
一
十
年
来
」
無
之
、

辛
未劉
樹
滋
邸
よ
り
発
、
盆
前
、
長
崎
人
二
委

書
相
托
し
置
候
人
共
、
日
人
ま
多
帰
国
無
之
よ
り

度
々
帰
国
い
た
し
候
、
熟
読
有
之
度
候
な
り

七
月
廿
一
日
、
天
津

辛
未
七
月
廿
九
日
夜

常
子
殿

礒
軒
子

八
月
二
日
、
セ
ツ
時
着

回
河
旗
昌
号
、

天
津
公
館
よ
り

乾
堂

平
安

乾
堂

七
月
八
日
啓
上
い
た
し
候
、
先
以
拙
者
も
身
体
安
」
養
、
天
地
神
明
乃
加
護
一
一
よ
り
万
事

無
卿
一
一
、
」
天
津
滞
在
致
居
候
、
貴
様
一
一
も
無
事
ニ
上
海
」
滞
留
被
致
候
事
と
者
存
候
共
、

今
日
迄
先
便
乃
」
返
書
到
来
不
到
、
ヘ
ル
プ
一
條
も
如
何
被
取
謀
」
候
哉
与
、
日
々
喜
報

侍
入
候
、
天
津
者
先
達
而
之
」
大
暴
雨
、
六
月
十
八
日
よ
り
同
月
廿
五
日
迄
耳
、
家
居
漬

④表
書
き

本
文

一
裳
書
き辛
未
七
月
八
日
発
ス

致
、
」
上
海
滞
在
中
ハ
清
国
物
品
乃
目
録
、
不
残
」
唐
類
一
一
而
覚
智
い
た
し
置
尺
度
之
儀

者
」
日
本
と
比
較
之
寸
法
を
暗
記
し
、
寸
尺
ハ
三
通
り
、
」
斤
量
も
、
幾
個
も
有
之
、
茶

者
一
斤
何
百
目
、
」
糸
ハ
幾
百
目
と
い
ふ
が
如
具
、
即
今
与
里
」
情
国
之
事
情
、
覚
智
い

た
す
二
者
、
年
齢
」
遅
具
存
候
共
、
潭
茂
之
さ
へ
、
日
本
之
」
事
、
速
二
暗
記
い
た
し
候

事
を
考
へ
、
｜
日
」
片
時
も
無
怠
慢
、
修
行
被
為
致
度
、
」
天
朝
乃
大
政
も
、
い
よ
／
、

御
変
遷
一
一
相
成
、
」
商
人
ニ
英
豪
乃
人
物
を
造
り
立
都
天
、
」
商
買
二
自
由
自
在
乃
権
力
を
、

政
府
」
与
里
、
御
授
与
有
之
、
世
界
万
国
同
様
」
巨
商
多
き
を
以
天
、
」
皇
国
之
威
力
と

被
為
成
度
、
諸
官
省
」
之
御
商
議
、
相
決
候
事
柄
、
明
亮
致
し
」
候
上
者
、
い
ょ
／
、
堅

実
忠
誠
一
一
之
而
外
国
」
之
事
情
通
暁
い
た
し
候
儀
心
掛
候
者
古
曽
、
」
国
家
之
至
宝
多
□

一
一
よ
り
、
惰
弱
遊
興
」
之
念
慮
を
微
塵
ニ
砕
き
、
研
精
有
之
」
度
々
な
り
、
ま
多
、
御
條

約
御
下
條
談
判
ひ
ま
ど
り
候
気
色
一
一
附
而
者
、
天
津
」
滞
留
遅
延
と
存
候
、
先
者
、
右
申

入
度
」
早
々
不
具
候
、

上
海
ニ
馬
路

大
鵬
号
寓
居

小
曾
根
震
太
郎
殿

辛
未
六
月

廿
五
日
夜

在
天
津
公
館

乾
堂

－

－

￣

一

一

平
安

乾
堂
具
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連
、
且
シ
崩
れ
落
チ
、
」
河
辺
流
死
、
蕊
死
致
し
候
迄
、
都
合
弍
千
人
余
一
一
も
及
び
候
程
」

乃
事
一
一
天
、
幾
千
人
と
な
く
巣
窟
を
失
ひ
、
官
」
府
よ
り
慈
育
を
受
け
、
市
中
家
毎
示
、

其
分
限
一
一
応
し
」
救
育
い
た
し
、
又
者
北
京
よ
り
十
万
石
斗
リ
ハ
被
賜
候
趣
一
一
候
、
」
当

地
之
人
口
二
者
、
成
豊
三
年
以
来
の
大
洪
水
与
申
す
説
二
候
、
」
長
崎
ざ
つ
ま
屋
し
き
向

ひ
服
部
御
宅
を
引
受
」
商
館
ニ
致
し
居
申
し
候
、
薩
商
布
屋
手
代
商
人
、
天
」
津
二
参
り

以
前
、
広
隆
号
陳
瑛
の
方
二
被
遣
居
候
、
唐
人
余
泉
桂
」
与
申
乍
浦
人
と
同
居
い
た
し
居

候
、
尤
問
屋
ハ
栄
発
機
と
天
、
」
福
建
人
天
津
二
参
り
、
春
ぺ
天
長
崎
泰
昌
号
、
裕
興
号
、

広
隆
」
号
よ
り
日
本
産
を
お
く
り
候
、
問
屋
二
天
余
泉
桂
ハ
半
」
年
斗
リ
宛
滞
留
致
シ
、

売
さ
ば
き
候
趣
二
、
右
之
唐
人
江
も
」
折
々
面
会
い
た
し
、
当
地
形
勢
問
合
せ
居
申
候
、
」

昆
布
ハ
天
津
一
一
天
一
ヶ
年
凡
弍
百
万
斤
斗
り
ハ
売
捌
き
」
申
し
候
趣
二
天
其
外
ガ
ス
茶
百

斤
四
ド
ル
よ
り
八
ド
ル
位
」
の
茶
、
相
捌
け
申
候
趣
な
り
、
当
時
ハ
ニ
番
昆
布
」
百
斤
四

ド
ル
三
合
斗
リ
ニ
売
払
ひ
候
趣
候
へ
共
、
問
屋
口
銭
運
」
賃
諸
雑
用
用
さ
し
引
き
、
百
斤

一
一
付
一
ド
ル
一
一
一
合
斗
り
候
、
引
け
」
候
趣
二
付
、
正
味
三
ド
ル
一
二
合
斗
り
と
申
事
二
天
候
、

併
し
」
頃
日
日
本
、
大
坂
、
相
場
殊
外
値
段
引
上
げ
、
天
津
と
」
同
様
乃
相
場
な
る
趣
、

右
布
屋
手
代
臼
井
某
申
さ
れ
」
候
、
○
長
崎
よ
り
来
状
有
之
候
、
宮
本
の
毛
や
ふ
」
可
被

申
趣
候
、
定
め
天
宮
本
築
町
一
統
も
」
無
事
与
者
存
候
共
、
遠
路
之
儀
二
付
、
案
し
」
居

申
し
候
、
」
○
御
條
約
も
御
談
判
、
彼
是
隙
取
、
天
津
着
」
以
来
、
六
月
七
日
着
な
り
、

昨
七
夕
迄
壱
ヶ
月
二
及
び
」
申
し
候
、
唐
人
気
長
き
二
者
感
心
い
た
し
候
、
併
し
」
今

日
」
御
使
節
李
鴻
章
邸
二
御
出
二
相
成
、
猶
御
談
」
合
有
之
候
一
一
付
、
当
七
月
中
二
者
、

北
京
ニ
赴
き
候
様
□
相
」
成
歎
与
、
皆
々
申
居
候
、
近
々
布
屋
手
代
臼
井
」
氏
、
御
序
候

尋
一
一
付
、
其
節
又
々
可
申
送
候
、
」
○
先
便
申
送
置
候
、
洋
銀
者
、
成
丈
当
七
月
」
下
旬

八
月
上
旬
迄
二
者
、
金
配
い
た
し
、
南
波
、
漢
口
其
外
一
一
而
、
奇
珍
之
品
々
相
求
め
候
用

意
一
一
い
た
し
度
」
候
二
付
、
無
相
違
心
配
可
被
致
候
、
天
洋
ハ
田
舎
二
天
、
」
北
京
ハ
清

国
中
の
江
戸
二
付
、
重
大
乃
珍
器
可
有
之
候
二
付
、
相
求
度
一
一
も
、
右
纒
乃
金
子
二
而
者
、

と
て
も
」
足
り
合
不
申
、
殆
と
相
困
り
居
申
候
、
古
の
書
」
翰
茶
次
第
、
急
一
一
返
書
神
代
、

斎
藤
御
両
」
家
二
相
頼
可
被
遣
候
、
且
又
貴
様
、
右
飛
脚
」
船
一
條
相
済
、
長
崎
一
一
引
取

様
申
上
候
、
速
可
ホ
」
上
海
神
代
、
当
一
二
封
相
認
め
、
御
用
状
中
示
」
封
じ
、
御
使
節

約
宅
二
相
届
き
御
様
、
精
々
」
相
頼
み
可
申
候
、
先
者
近
来
乃
様
子
申
入
度
、
」
築
町
御

老
人
始
一
同
ニ
宜
敷
可
被
申
上
候
也
、
」
早
々
不
具
候
、

辛
未
七
月
八
日

乾
堂
具

礒
軒
子

藤
井
徳
助
殿
、
小
嶋
夘
兵
衛
殿
、
明
十
二
日
、
天
津
出
立
」
耳
付
、
一
書
を
托
し
候
、
秋

冷
□
□
の
処
、
築
町
」
御
老
人
始
、
宮
本
一
同
無
事
之
由
、
先
々
致
□
有
之
、
」
七
月
二

日
、
上
海
よ
り
被
送
候
書
状
、
同
十
日
夜
、
相
」
達
ヘ
ル
プ
一
條
香
港
与
里
、
直
二
横
浜

二
参
り
、
横
」
浜
二
天
隙
候
二
付
而
者
、
｜
応
長
崎
二
当
月
」
三
日
帰
帆
之
趣
、
兎
も
機

一
一
臨
み
、
変
一
一
応
し
」
遠
盛
乃
見
込
相
建
候
様
、
夢
乃
間
も
失
忘
阿
る
べ
か
ら
須
、
」
｜

上
海
滞
留
中
、
生
意
之
事
業
、
能
々
探
」
索
い
た
し
候
、
心
掛
之
程
、
喜
び
入
申
候
、
」

帰
国
有
之
候
、
日
夜
勉
強
是
迄
、
漢
語
英
語
」
不
心
掛
一
一
天
不
自
由
い
た
し
候
儀
、
感
発

マ
マ

い
た
し
」
日
々
精
励
有
之
度
、
今
後
御
條
御
被
結
」
皇
国
天
使
伊
達
卿
与
清
国
副
一
口
叩

李
」
鴻
章
之
決
議
相
成
候
場
所
十
五
ヶ
所
」

上
海
江
蘇
松
江
府
上
海
県

鎮
江
同
鎮
江
府
丹
徒
県

南
波
断
江
南
波
府
鄭
県

九
江
江
西
九
江
府
徳
花
県

漢
口
湖
北
漢
陽
府
漢
口
県

天
津
直
隷
天
津
府
天
津
県

牛
荘
奉
天
府
海
城
県

⑤表
書
き

上
海
ニ
馬
路
大
鵬
号
寓
天
津
公
館
与
里

小
曾
根
晨
太
郎
殿
乾
堂

平
安

本
文

裏
書
き

七
月
二
日
着

猶
々
言
忠
信
行
篤
敬
他
年
大
業
緊
要
」
之
様
二
付
、
人
口
二
係
ら
ぬ
様
謹
慎
養
生
」
行

住
坐
臥
可
被
相
心
掛
候
な
り
、

一

一

四
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芝
呆
山
東
登
州
府
福
山
県

広
州
広
東
広
州
府
南
海
県

汕
頭
同
潮
州
府
朝
陽
県

瓊
州
同
瓊
州
府
瓊
山
県

台
湾
福
建
台
湾
府
台
湾
県

厘
門
同
泉
州
府
眉
門
臓

淡
水
同
福
建
台
湾
府
淡
水
臓

福
州
福
建
福
州
府
閏
県

右
拾
五
口
開
港
、
両
国
和
親
相
整
候
二
付
而
者
、
愈
漢
」
英
語
学
通
暁
不
致
候
而
者
、
唖

聾
一
一
異
ら
ず
、
」
且
清
国
者
皇
国
と
者
唇
歯
不
相
離
、
彼
我
」
速
二
多
日
貿
易
者
、
万

古
不
易
と
猛
然
と
決
」
心
有
之
度
な
り
、
」
天
津
之
相
場
、
彼
是
之
儀
者
、
薄
井
小
鴫
両

人
江
」
面
接
相
被
談
候
、
両
人
者
薩
摩
屋
敷
向
ひ
服
部
」
通
引
受
居
候
、
薩
州
商
人
布
屋

の
手
代
な
り
、
」
天
津
在
留
之
商
人
者
、
広
隆
号
二
被
遣
居
候
、
」
余
泉
桂
与
申
乍
満
人
一
一

之
而
栄
発
機
と
申
、
」
天
津
針
市
街
（
チ
ュ
ン
ズ
ー
ヶ
ー
）
一
一
有
之
、
問
屋
一
一
同
居
致
居

申
候
、
余
泉
□
者
迦
々
留
り
、
長
崎
商
人
者
近
日
帰
国
い
た
し
候
、
」

同
治
十
年
七
月
八
日

一
番
昆
布
の
与
し

頭
香
三
十
匁

茶
末
上
六
拾
弐
三
匁

中
五
拾
四
五
匁

カ
ン
テ
ン

洋
菜
上
廿
八
匁

日
本
の
粥

茶
末

二
番
の
与
し

弍
香

キ
ザ
ミ
昆
布

舞
□
四
拾
弍
匁

日
本
中
茶
以
下

茶
葉
上
百
廿
匁
内
外

早
晩
市
価

中
八
拾
匁
与
里
百
月

枳
売

三
拾
匁

拾
七
匁

枳
買

四
拾
匁

川
芭

買
手
な
し

技
子

同
断

麥
冬

買
手
な
し

樟
脳

百
四
拾
月

陳
皮
の
与
し

拮
皮
廿
弐
勿

右
翻
訳
唐
通
事
穎
川
に
相
尋
候
付
、
□
唐
人
」
江
も
問
合
せ
精
密
二
可
被
調
、
壱
勿
ハ

テ
ー
ル
ニ
天
」
唐
人
紋
銀
な
り
、
袷
勿
ヲ
以
天
壱
両
と
春
る
と
い
ふ
、
」
ド
ル
ニ
直
す
二

牡
丹
皮

丹
皮
弐
百
廿
匁

い
り
こ

海
参
三
百
六
拾
匁
与
里

五
百
廿
匁
位
迄

春
る
め

□
魚
買
手
な
し

フ
カ
の
ひ
連

魚
翅
三
百
廿
匁

五
百
弐
三
拾
匁
迄

イ
タ
ラ
が
ひ

干
貝
六
百
目

と
ぎ
か

紅
菜
百
目

瀬
貝淡
菜
四
拾
二
匁

ア
サ
ク
サ
ノ
リ

紫
菜

手
あ
わ
び

□
魚
三
百
廿
匁

桂
皮
五
拾
匁

水
さ
と
ふ

白
氷

二
番
の
与
し

春
氷

赤
サ
ト
フ

潮
州

頂
番

サ
ト
フ
杠
粉
八
拾
五
匁

広
東
頂
番
サ
ト
フ

奇
白
八
拾
什
匁

烏
梅

同
断

シ
ュ
ロ
の
皮

椋
片

三
拾
六
匁

台
湾
サ
ト
ウ

（
ロ
圭
自

三
拾
七
匁

一

一

五

赤
砂
四
拾
□
匁

甘
艸

上
百
目

中
八
拾
目

六
拾
匁

五
拾
弐
匁
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尚
々
、
築
町
御
老
人
様
、
叔
父
方
江
も
、
宜
敷
」
可
被
申
入
度
候
、
天
津
在
留
中
も
、

養
生
第
一
と
」
い
た
し
、
身
体
健
康
な
り
、
宮
本
取
締
」
母
子
申
談
、
銅
城
鏡
壁
乃
如
く

阿
り
度
」
毛
の
也
、
□
平
戸
一
件
、
定
め
天
干
今
埒
明
き
申
間
敷
」
右
者
県
一
廉
江
願
書

ざ
し
上
、
若
御
採
用
無
之
時
者
、
」
刑
部
者
一
一
持
出
し
、
大
議
論
を
受
け
、
」
長
講
地
改
人
、

唐
人
乃
み
を
依
伯
い
た
し
、
」
日
本
商
人
如
何
様
、
難
儀
い
た
し
候
共
、
」
不
差
構
之
罪
を

正
し
申
度
、
依
之
、
」
町
乙
名
、
受
印
申
度
、
公
訴
可
致
、
若
平
戸
」
よ
り
呼
寄
、
不
相

者
、
ド
ル
相
塲
一
一
天
掛
割
事
者
、
上
海
同
様
の
与
し
、
」
○
ま
せ
る
吸
口
玉
ギ
ビ
シ
ョ
乃

類
、
当
地
ハ
玉
色
殊
外
悪
敷
、
」
き
せ
る
吸
口
者
、
よ
ろ
し
く
候
へ
共
、
キ
ビ
シ
ョ
ハ
思

敷
無
之
、
」
毛
せ
ん
絨
毯
獣
皮
ハ
虎
豹
紹
鼠
白
狐
赤
狐
毛
織
モ
ン
パ
尤
妙
」

な
り
、
依
之
皆
々
申
合
也
、
買
取
候
積
り
、
天
津
産
乃
」
毛
せ
ん
類
、
清
国
一
一
而
も
上
品

と
貴
び
申
候
故
也
、
」
○
右
相
場
附
相
談
中
、
広
隆
号
、
余
泉
桂
」
号
鴻
岡
参
り
候
二
付
、

右
翻
書
相
見
せ
候
虚
、
頴
川
の
」
説
与
相
違
ひ
候
二
付
、
墨
二
天
傍
ら
二
相
記
し
置
申
し

候
、
」
○
薄
井
徳
助
、
馬
町
人
、
小
島
徳
助
、
大
村
ソ
ト
メ
乃
人
、
右
両
人
□
州
布
屋

手
代
二
付
、
水
ざ
し
、
朱
沢
、
水
筆
立
、
箱
入
二
し
て
」
相
頼
、
宮
本
江
相
届
、
皆
々
様

頼
置
候
間
、
着
被
致
候
バ
、
」
受
取
置
可
被
成
候
、
」
四
五
日
前
、
御
條
約
全
く
相
整
ひ
候

二
付
、
昨
－
日
、
」
右
御
條
約
書
相
認
め
趣
向
中
一
一
御
座
候
、
当
月
」
廿
日
頃
迄
二
者
、

全
備
可
致
与
相
察
し
申
し
候
、
」
左
候
ハ
バ
、
当
月
末
二
者
、
北
京
一
一
参
り
可
申
、
北
」

京
二
而
者
、
所
々
遊
観
、
日
本
江
相
誇
り
候
品
相
求
」
候
二
付
而
者
、
雲
中
ツ
カ
ィ
き
り
、

不
足
乃
分
者
、
諸
君
」
よ
り
他
惜
乃
積
り
之
候
、
」
卿
様
奉
始
、
随
従
之
官
員
も
皆
々
、

文
房
目
一
〈
」
其
外
、
唐
国
二
天
珍
敷
品
者
、
不
残
被
買
集
候
二
付
、
」
川
品
物
買
入
候
儀
者
、

皆
々
同
情
な
り
、
最
早
」
今
月
十
三
日
二
も
相
及
ひ
候
二
付
而
者
、
盆
前
之
仕
舞
」
彼
是

多
忙
と
相
察
し
申
し
候
、
誠
実
孝
悌
」
を
主
と
し
天
、
亡
祖
父
乃
歎
難
を
想
慕
し
」
柳
も

油
断
阿
る
べ
か
ら
須
候
、
」
○
何
連
即
公
乃
模
様
一
一
而
者
、
八
月
上
旬
一
一
者
、
上
海
」
二

帰
り
可
申
歎
、
夫
迄
之
内
二
右
心
配
之
金
子
上
」
海
一
一
天
落
手
い
た
し
候
様
、
有
之
度
候

な
り
、
」
右
尚
便
申
入
度
、
用
事
有
之
候
ハ
バ
、
上
海
」
新
大
橋
、
日
本
公
館
、
齋
藤
神

な
り
、
」
右
尚
便
申
入
度
、
用
事
有
之
候
ハ
バ
、
上
海
」
新
大
一

代
両
家
二
頼
み
」
一
書
を
可
被
送
候
右
申
入
度
、
早
々
不
具
候

辛
未

七
月
十
三
日

乾
堂
具

礒
軒
子
江

乾
堂
具
候

会
情
勢
や
、
中
国
と
の
貿
易
の
様
子
、
小
曽
根
家
が
社
会
に
果
た
し
た
歴
史
的
一
端
が
示

さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
乾
堂
の
時
代
を
先
取
り
し
た
開
明
思
想
家

と
し
て
の
思
想
と
実
行
、
文
人
と
し
て
の
各
種
の
業
績
と
作
品
、
ま
た
社
会
・
教
育
面
で

の
貢
献
な
ど
、
正
当
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
小
曽
根
家
に
遣
き
れ
た
他
の

書
簡
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
彼
の
伝
記
の
充
実
を
図
り
た
い
。
作
品
研
究
や
印
学
の
方

面
か
ら
の
研
究
を
併
せ
て
進
め
た
い
。
で
き
う
れ
ば
、
長
崎
派
の
蒙
刻
家
の
総
合
的
な
研

究
に
結
び
付
け
た
い
。
印
章
・
蒙
刻
や
印
学
の
研
究
は
、
歴
史
考
古
学
や
芸
術
の
対
象
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
史
、
書
学
・
書
道
史
、
美
学
・
美
術
史
等
そ
の
稗
益
す
る
と

書
簡
①
は
、
乾
堂
が
明
治
九
年
（
’
八
七
六
、
乾
堂
四
九
歳
）
の
時
、
書
簡
②
③
④
⑤

は
、
明
治
四
年
二
八
七
一
、
乾
堂
四
四
歳
）
の
時
、
長
子
晨
太
郎
に
宛
て
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
の
内
容
を
見
て
み
た
い
。

書
簡
①
は
、
蒙
刻
の
印
材
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
維
新
後
の
熊
本
の
事

情
が
窺
わ
れ
、
当
時
を
知
る
歴
史
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。
書
簡
②
は
、
日
清
修
好
通
商

条
規
の
締
結
の
様
子
が
窺
い
知
れ
る
。
書
簡
③
は
、
商
業
の
大
切
さ
や
他
国
の
事
情
に
通

暁
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
書
簡
④
は
、
北
京
や
天
津
の
商
業
事
情
を
述
べ
る
。

書
簡
⑤
は
、
中
国
と
の
取
引
事
情
に
つ
い
て
、
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
文
房
具
買
い
入

れ
の
事
情
な
ど
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
明
治
前
期
の
政
治
や
社
会
情
勢
、
中
国
と
の
貿
易

の
情
況
、
小
曽
根
家
が
社
会
に
果
た
し
た
歴
史
的
一
端
が
読
み
取
れ
興
味
深
い
。
ま
た
常

に
乾
堂
は
芸
術
に
深
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
文
化
人
乾
堂
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ

る
。
更
に
乾
堂
が
星
海
に
寄
せ
る
期
待
等
が
見
て
取
れ
る
。

叶
候
ハ
バ
、
東
京
一
一
而
天
、
厳
」
重
明
断
相
受
度
心
組
二
而
、
可
被
取
計
」
帰
帆
之
狗
、

津
田
大
判
車
江
大
急
一
一
免
弊
」
十
分
申
込
之
一
端
な
り
、
夢
の
間
も
油
」
断
な
く
急
速
可

被
取
候
、
」

本
稿
で
は
、
嫡
子
星
海
に
宛
て
た
小
曽
根
乾
堂
の
書
簡
を
紹
介
し
た
。
明
治
前
期
の
社

六
結
語

五
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
事

一
一
一
ハ
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こ
ろ
は
甚
だ
大
き
い
。

本
稿
執
筆
に
際
し
、
小
曽
根
家
十
七
代
当
主
小
曽
根
吉
郎
（
星
雲
）
氏
、
長
崎
市
立
博

物
館
か
ら
種
々
ご
配
慮
ご
指
導
を
頂
い
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
１
）
拙
稿
「
日
本
印
人
研
究
ｌ
小
曽
根
乾
堂
の
生
涯
と
そ
の
系
譜
ｌ
」
ニ
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
」

第
五
五
号
、
二
○
○
六
年
十
一
月
）

（
２
）
拙
稿
「
小
曽
根
乾
堂
論
Ｉ
豪
刻
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
書
学
書
道
史
研
究
」
第
七
号
、
書
学
書
道

史
学
会
、
一
九
九
七
年
九
月
）

（
３
）
敬
所
の
一
日
本
印
人
伝
一
の
凡
例
に
「
こ
の
編
、
印
人
と
称
す
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
専
門
家
に

あ
ら
ず
。
余
技
こ
れ
を
楽
し
む
も
の
も
、
ま
た
こ
こ
に
褐
ぐ
。
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
倣
う
。

（
４
）
中
央
美
術
学
園
は
、
学
校
案
内
に
、
「
「
創
造
の
喜
び
と
生
き
が
い
を
多
く
の
人
に
」
と
昭
和
二
二

年
に
創
立
し
た
中
美
は
、
芸
術
を
生
み
出
す
感
動
が
原
点
。
一
歩
で
も
理
想
的
な
美
術
学
校
へ
と
、

常
に
自
由
で
新
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
前
進
発
展
。
教
育
機
関
と
し
て
の
中
央
美
術
学
園
、
啓
蒙

機
関
と
し
て
の
出
版
局
、
研
究
発
表
機
関
と
し
て
卒
業
生
を
母
体
に
発
足
し
た
中
央
美
術
協
会
の

三
つ
を
柱
に
、
独
自
の
活
動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
一
と
あ
り
、
美
術
専
門
学
校
と
し
て
、
長

い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
同
校
が
作
製
し
た
座
標
は
文
字
の
形
態
研
究
に
お
い
て
画
期
的
な
も
の

と
い
え
る
。

（
５
）
古
賀
十
二
郎
は
、
明
治
十
二
年
、
長
崎
市
立
五
島
町
に
生
ま
れ
た
。
長
崎
史
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
り
、
現
代
長
崎
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
。
著
書
に
、
生
前
刊
行
さ
れ
た
「
長
崎
市
史
」
風
俗
編
、

「
西
洋
医
術
伝
来
史
』
、
「
長
崎
絵
画
全
史
』
が
あ
り
、
亡
後
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』
（
上
・

下
）
、
『
長
崎
開
港
史
竺
「
長
崎
洋
学
史
」
（
上
・
下
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
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図３星海印影（韓中秋印・藍田・君子存之）縮小
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